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学術誌の成り立ち
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学会出版としての学術誌

• 17世紀 フランス 『Journal des sçavans』 創刊

• 17世紀 イギリス 『The Philosophical Transactions 
of the Royal Society（哲学紀要）』 創刊

学術誌の目的・効用

•発見や成果を公開し、ひろく発信する手段として誕生

•発明者、発見者をめぐる紛争の予防にも

「本誌の目的は、文芸共和国（※ヨーロッ
パの学術ネットワーク）のなかで起こって
いることを知らしめること」（序言）



査読の功罪
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査読の目的

•妥当な手続きから外れた研究の排除

•永久機関の発明、特定の思想信条の排除…

セカンドベストとして存続した査読

• 70年代 米国立科学財団は査読で研究費を配分

• これを議員が批判

- 「身内によるお友達システム」「新しいアイデアを塞ぐ」

•研究者の反対で実現せず
査読は維持される

まぎれもない査読の弱点

学会出版の創刊・運営を支えるのは使命感と自律心



学術誌をめぐる近年の動向
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70年代商業出版社が参入・躍進

インターネットの普及

包括オンライン契約（ビッグ・ディール）開始

論文数の世界的増加

ビッグ・ディールの高騰＆高止まり

図書館は書籍の購入や小規模出版社の
学術誌購読を断念

小規模出版社の身売りと大手による寡占

https://www.nii.ac.jp/today/82/4.html



学術誌をめぐる近年の動向
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70年代 商業出版社が参入・躍進

インターネットの普及

包括オンライン契約（ビッグ・ディール）開始

論文数の世界的増加

ビッグ・ディールの高騰＆高止まり

図書館は書籍の購入や小規模出版社の
学術誌購読を断念

小規模出版社の身売りと大手による寡占

小規模学術誌の電子化を補助

掲載料（≒国による研究
費）目当てのOA誌増大



『宗教／スピリチュアリティ心理学研究』
目的
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地域色をふまえた研究の促進・公開・発信

•一神教の文脈に必ずしもとらわれない…

- 発表場所の確保

- 研究の促進

- 成果の集約

•次世代の育成

•学際的な交流促進

•国外研究者による参照先の一元化
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•学会出版（予定）

•年一回のオンライン刊行

•掲載料 無料

•購読料 無料

『宗教／スピリチュアリティ心理学研究』
形態と意義

成果の公開と発信

学術誌としての質の維持

論文アクセス可能性向上

研究促進・次世代の育成

独創性の芽を守る努力

創刊号2023年3月発行
（本年9月30投稿〆切）https://jjprs.jp/CallForPaper.html



学術誌の創刊を考えている人に
参考：今回の創刊手順
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ISSN日本センター（国立
国会図書館）に申請


